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Kotaro ISOGAMI， Yoshimasa AKIMOTO， Akira TENJIN， Tetsuo TAKAGOSHI and Kenji OKAZAKI. 

ま え カ2 き

コタマガイは本県の沿岸砂浜浅海域に生息がみられ、地域により生息量の差がみられる。コタマガ

イは均四割ドヒラガイ JI ¥¥ハマグリ"¥，ベラガイ"と称され、古くから県南いわき海岸で採取され

ていた。

1974年菊多浦沿岸部にコタマガイの大量発生がみられ、一般地元民，観光客等により潮間帯の採

取が盛んとなり、この海域を漁業権漁場とする勿来漁業協同組合よりコタマガイの生息実践周査の依

頼を受けた。

本県において過去にコタマガイについての調査報告はみあたらず、今後の砂浜開発として増殖を考

えるうえにも必要と考え調査を実施した。

調査の結果からコタマガイについての若干の知見を得たのでここに報告する。

本文に入るに先だって、コタマガイの査定に協力いただいた東海区水産研究所奥谷喬司博士に厚く

お礼申し上げます。なお調査に協力くだされた勿来漁業協同組合各位に心から敬意を表するものであ

る。

調 査 方 法

コタマガイ漁業の実態調査

コタマガイの年次別水揚高及び金額を、勿来，沼之内，四倉及び磯部各漁業協同組合の漁獲日報を

整理した。各組合のコタマガイ操業の漁船隻数は漁獲日報によった。

地区別，年次別漁船の変動を 1969年から 1973年の福島県統計資料より抜悲した。

以上の資料を整理すると同時に漁業者より若干の聞き取り調査を行なって取りまとめた。

菊多浦沿岸におけるコタマガイ生息調査

1 )潮間帯の生息調査
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1974年 5月8日と 5月24日の 2日間大潮の最千時コタマガイの分布の中心とみられる鮫)11河口周

辺を図 1に示す各定線で調査を行なった。
調査は最高潮線を基準として低部にl勾け海岸の沖に

形成されたバーの手前の緩やかな海域までとしねち

線の間隔は 250mとし、定線の各 st・は原則として 10

m周隔を基準としたo なお各 st・の中間に補点を設け

δ 

勿弐
向。同

恒-="""'"訴

図1. 調査地点図

のカドラードを置き、た場合もあるO 各 st.では 1llIの刀

その範聞の深さ 0.5mrJ)砂を採取し、節分けしてコタ

マガイを摘出し計数しTこ。採集したコタマカ、イは水試

に持ち帰ってから各部位の測定を行フた。

2 )沿岸域の生息調査

1974年5月28日、鮫川，蛭田川河口周辺の水深 5

~15 m海域で図1に示す8定点(イ~チ〉を設定し、

師漁業者が使用する間口 1.6mの貝桁網を用いてお

獲調査しt.::.oコタマガイの稚只を採集するため、目合

0.6xO.6cmの漁網を貝桁網に取り付けた。調査は各

地点とも 10内航して貝桁網に入ヮ凶底生物を採集

した。
糊白は勿来漁業協同組合員渡辺修ー所有の海宝丸

(4.95t)を使用した。

採集物はホルマリ γで固定し持ち帰った。 1)，2)の採集物の貝殻については、

，殻付重量，障害輸数，生肉重量及び乾燥重量を測定したo

殻長，殻高，殻巾

結
果

if:fjfffら県南の四倉 ，IJ、名浜，勿来等の海岸で地元民により採取され食用に供され

ていたo漁業としては、コタマガイの価格が安価で、砂浜でホツキカイが漁獲されていた時代には、

採RfLLL大正初期的 1叫に操業が行われたとの話を聞くが、最近でで.は、山年此

の海域でホツキガイが減少し主たこので第二大盛丸，鈴木盛太郎氏が缶詰原料として操業しTた占記録がみら

tコじυ山LレU刀川eJf芯;fな泊9コ沼;おZ;3Jr:ゴfL;二ロ!ゴコ:立:22官知官す忠す;f土叩f
コタ

t;:.oその後茨城県のチョウセソハマグリの漁獲減が続いたこと、ハマグリの価格が暴騰したことと、

大盛丸の漁獲による販路の開拓などによって、地元の需要の増加がみられる?うになつた

この主たニめ 1凶96ω9年に沼の内漁協で 2隻が操業を開始しい、次第に増加の傾向かみられる。しかし、県北

，磯部，新地沿岸でも、 1967年頃から漁獲がみられたが、県南いわきより価格が安く、専業として行

わう三口Lと山夏期間1闘の只欄により漁獲され、年間平均 20~50 トンの生産をあ
げている。主な操業漁場は 水深 7mで底質が細砂な海域に限られているf

コタマカイの漁獲量を整主した結果技 1に示す。漁獲されるコh カイは、各組合市場を通さず

に販売される量もあるが、表 1には組合に出荷された漁獲量のみ記載した。



表1.コタマガイ年次別水揚数量及び金額

下段:金額円

三司一旬来|詔之内 ]τ7了FJ| 計

6.725 lli，63-! I.357 I 2-1.716 
1970 

530.276 1.:i06.565 72.870 I!.田9.711

6.922 J 1.447 18.369 
1 971 

1.074.633 1.269.5:l5 2.344.168 

12.630 1.20-1 13.834 
1972 

3.曲 4.000 213.490 4.097.490 

15.3no 10.751 2.7田 1 2B.削 6
1973 

3.157.000 1.504.358 1回 .5回 I• .830，858 

185.886 37，6-17 90.217 15.33R.8 I 329.0B8.s 

197" 

16 ， 0川~200.00n__jz竺3.157 上竺:500 1主主主=

荷されないため、渋護量は明らかでない。
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現在コタマガイの漁獲は、勿来，沼

の内，四倉，磯部の四ヶ所でなされて

いる。その他の海域でも生息はみられ

るが、漁業を営むまでの生息量ではな

し、

庭先販売が多く、正確なコタマガイ

の漁獲量は把握することが出来なかっ

た。

各地区別に、 1974年度の操業状況を

述べる。操業期聞は各地先により相違

している。

勿来は、 5月から 12月まで毎月およ

そ 20日程度出漁してし、る。 操業隻数

は、 5 月 ~6 月 16 隻， 7 月 ~8 月 4 隻

， 10 月 ~12 月 10 隻程度である。 販

売は主に、庭先販売であり、組合に出

沼の内では、 7月 15日から 8月20日までの 2ヶ月間に 20目前後操業が行われる。この操業期間i士、

漁民が自主的に決定しており、年により若干の変更がみられるo また、価格維持のため、 3日操業し

ては、 1日休漁をもうけている。さらに価格が下がるような場合には、漁獲したコタマガイを自港内

に蓄養し、出荷調整を行ョてしる。さらに 1臼当りの最高漁獲量を、 200k9までと自主制限してし、る。

組合の聞きとり調査によると、 1隻当りの水揚金額は、最高 50万円、最低 30万円，平均 40万円であ

る。

四倉は、 5月から 12月まで操業が行われる。操業隻数は、月別に差があり、 5月は多く 13隻が出

漁した。 1ヶ月 1隻当りの操業日数は、 10日.....12日程度である。総水揚高は、 90，217k9 ，金額

7，753，157円で平均単価 85円である。 1隻当り年間の漁獲高は、 1，388k9 ， 119 ，279円となる。

磯部は、 7月から 11月まで操業がみられ、操業隻数は 4隻で、年間操業日数i土、乎均1隻当り 10

日程度である。 1隻当り年間の漁獲高は、 1，278k9 ， 78，452円で、平均単価は 61円45銭である。

コタマカeイの価格は、出荷調整を行っている沼の内が最高である。コタマガイは、伏アサリ /1 ¥¥ハ

マグリ"のようには、一般的に食用に供されないため、日反絡を拡大することが、今後の課題である。

また資源を安価で販売するのでなく、需要に応じて価格をくずさないように漁獲する努力は、今後も

必要である。

菊多浦におけるコタマガイの生息状兄

1 )潮間帯

大潮時の潮間帯沿岸部のコタマガイの採取結果を各 St 7JIJに表2に示す。

定線別に採取個体数をみると、定線 1，定線 2 ，の鮫 )11 河口により多く出現している。定線4~ ら

は、個体数は急速に減少がみられる。一般的生息傾向として、鮫)11河口から南に離れるにしたがって

生息量は少い。

新潟でも、河口周辺に分布が多いことが報告されているoDaa
各定線の分布量の多い場所の地形をみると、海岸にカプスが形成されている突出部で水深が遠浅で

ある。このことは、海岸でコタマガイを採取している地元民の集まりの分布からも認められた。ま
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た河口周辺に多いことも、採取している人々の集まりの片寄りに顕著に現われていた。

表2. 菊多浦における潮間帯コタマガイ採取結果

記 1 2 3 4 5 

'" 5 。 。

1 0 。

1 5 。 。 。

2 0 。 2 
13.5 

2 5 
10 。 。

72 .9 3.9 
--ーーーー一ー

3 0 
49 9 】4

296.2 46.8 71.6 

15 24 。3 5 120.5 134.9 8.2 

4 0 
16 47 20 

10丸.3 307.3 134.9 

89 7 
4 5 612.6 4.3 34.9 

5 0 
同 129 

328.0 889.4 

5 5 
20 8 

118.4 40.6 

6 0 
66 。

455.6 

6 5 

7 0 
由

655.6 

計
2田 321 58 11 7 

1838.1 2181.4 341.4 51.0 34.9 

各定線における定点J]IJのコタマガイの殻長組成を図 2に示すh

7 

7 

14 

一ーー汀帯上段:個数
一一一砕波帯下段:重量

6 7 8 

。 。

。 。

。 。

。 2 
】3二5

。 11 
76.8 

2 74 
8.5 423.1 

----ーー・酔
47 

34.5 298.1 

2 85 
12.9 558.4 

104 
33.9 685.7 

1 196 
5.4 1222.8 

28 
159.0 

66 
455.6 

99 
655.6 

5 712 
68.4 26.8 4548.6 

各定線とも最満潮線では、生息は認められなかった。定線で分布量が最も多かョた JJine 2は、最満

潮線から 10m..さがった 5t，2で、 2個体生息がみられ、 5t.3で 10伺， 5t ，4で 9個がみられた。この

聞は、千出砂浜帯で、 5t，5からは最干潮以深となり、 5t.5で 15個， 5t，6で 47個， 5t.7で 89個と

沖ぺ7くにしたがって生息量が増加している。先に述べたように、 JJine2はカズスの突出部で生息量

が多かっTこ。定線1の最南端は、干出域では、生息は認められなかった。最干海線以深に、主として

生息がみられた。

コタマガイが砂に潜っている深さを調べた結果を図 3に示す。

干出砂浜地帯の 5t，l~ 5t， 2は表層から 5cm程度の砂は乾燥して湿気を認められない状態であった

が、表層から 15吋 Ocmのところに生息がみられた。 5t.3では表層から 25cmの深さに生息がみられ

最も深く、 5t ，4は表層から llcmlこ生息しており干出帯のコタマガイは砂に深く潜入している。この

コタマガイが潜っている層は各地点とも海水が砂に浸透している層とー致しているようである。

この沖の最干潟l以深のコタマガイの砂に潜っている深さは 3cm~ 10 cmでほぼ一定していた。 干出

帯のコタマガイの潜入が深いのは海水が浸透してくる深さに関係すると思われるが、この間の漂砂に

よって移動する砂の厚さが著しいため、移動の少い安定した層に生息していると考えられる。

このように待彼帯浅海域に生息して L、るコタマガイは漂砂が著しいため集中的な分布がみられるよ

うである。

F 
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殻長組成は各定点により若干モードの相違がみられるが、殻長 2cm~ 3 C1!lが各定点とも多し、。

岸側が小型兵で、沖合が大型貝という分布li認められない。個体数の多かった地点は殻長の分散が

少ないところより大きいようである。

一一一一一一一最満干線

コ。

" 711m 

掴。

。

生

息

深

度

同

泊

四

4u 

図3.コタマガイの生患深度(上図は定線2の断面図，下回主砂中tておけるコタマガイ生息深度分布図)

沿岸域で漁船で採取した結果を表 3に示すo

表3，昭和49年5月沿岸波調査採集生物

でささ '" 
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11 
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調査地点イ~ロは水深 6~7mで、ホ~チは 10 mである o 水深 6~7mのロ，ハ地点は 10 rn
2当り

5，433個体， 4，398個体が採取された。
砕波帯浅海域で分布の多かった地点の沖の調査地点ニ，及び南端のイでは 2~図， 15 個と分布が著し

く少なかった
1中合水深1;ω糊では、調査点トでい個体が採取されたのみでそそ他は皆無であったo

このように沿岸域の生息量は、 J奇犠帯浅海域の生息量とほとんど相関li認められず、菊多浦の蛭田



り

し

t田

川を中心とした海域に多かった。

水深 10mの各調査地点、はトを除いて認められなかった。この菊多浦海域のコタマカYの生息は水深

7m以浅が主体であり、沖合は水深 10m前後までのようである。 コタマカγ の生息はその他の漁場

でもほほ両じ分布生息とみられる。

各調査地点で採取されたコタマカイの殻長組成を図 4に示す。

採取された最大殻長は調査地点イで 9.3cm ，最小

殻長は調査地点、口で 2.0cmてずあった。

海岸域の殻長組成と異なり、沖合は大型貝が各地

点で採取されてし、る。

調査地点イは殻長 3cm，殻長 7cmに各モードがみ

られるが、その他の地点は殻長 3cmのみにモードが 伺

みられるo 殻長 7cm前後の大型貝は漁場全域にはみ

られず、特定の海域に限られている。漁場のコタマ

ガイ資源は殻長 3~5cmが主体をなしている。この

殻長 3~5cmは潮干帯の調査て寸土図 2 にみられるよ

うに殻長 2~4 C11lとなり、殻長 4cm以上はほとんど

みられなかった。

沖合，潮干帯とも殻長 3cm台のモードを主体とし

ているが、沖合では殻長 4cm台も多く、灘では 4cm

台より 2cm台が多し、、この現象は成長の相違による

ものか、発生年数の相違か明らかにされないが一般

的傾向として灘より沖合に大型貝が多く生息してい

る。

37 

調査地点イ
N: 15 

切

知

置

〔

dz

調lfJ也白ロ

N: 120 

調査地点 A

N! 106 

調査地点ニ
N: 5 

調査地点ホ

調査地点へ

同査地点》
N: R 

調査地主手

組

時植

民(~)

図4.沿岸嫁コタマガイの地点別殻長組成

調査地点でのコタマガイ以外の採取物の分布は図 5-1 ，5-2に示す。

0..;>.1司角川 .~~・河川

c:-.:> '17.¥'>句 t 畠三円リ M

C_> "'-'/"~ガイ ~、 』ょ旦 ~ O -t'f""l<J 
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.1""h n"~ プ，

δ 

図5-1.コタマガイ以外の底生動物分布図 図5-2.コタマガイ以外の底生動物分布図
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貝桁網で採取された底生動物は二枚貝 3種，巻貝2種，線皮弱胸 3種，腔腸動物 1種，節足動物 6

種21JZff;マカイが最妙く続いいノハカシパンが大量山れ、仰にユゾタマガ

イ;江戸ニニ;ffぷjZL水深5叫泉を中心とした海域iこは、初他の動物はほi
タマガイの生息が少ない海域は、ハスノハカジパソ，-"'-・ゾタマガイ，ワス'

んどみられなかった。コタ

ガイ等が多く生息しているo

殻長と全重量の関係

殻長と全重量の関係を図 6に示す。
図 6に示されているように全重量と殻長の関係は

w== 0.21146 L2• 894 で示される。
A _~...，令 1 呪 σ 6 rm 38 g ， 7 cm 60 gとなり、殻長 2cmで 2g ， 4 cm'c u，邑， u叩 b 

殻長 6cmを越えると重量の増加が著しい。

殻長とむき身重量(w 1) ，また殻長と乾燥重量(w 2)の

関係は図 7に示すとうりで、

殻長とむき身重量，乾燥重量の関係甫主
2 6904 
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と計算される。
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図6.殻長と全重量の関係 • 

盆

むき身重量では殻長 2cmで重量o.4g ， 殻

長 3cm1，4g，殻長 4cm2・8g ，殻長 5cm5 g 

，とほぼ殻長 lcmの差で倍に増加してい。。

むき身として利用するならば殻長 6cm以上

が利用価値が高L、。

， 
.0 

， 3 ‘!) 6 7 8 9 10 1I 

e霊 長 { 伺 }

図7，コタマガトイの殻長とむき身重量(W 1 ) .. 

乾燥重量(w 2)の関係
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むき身重量と乾燥重量は図 8に示す通りで、 y= 0.24818X+0 .06221と計算される。

。"， 
健是

司R3 

;0 

9 2 
h 

10 
むき身 E重貧(9) 

Y"'" 0.24烏IfI，;+ 0.06221 
(r:o.S':I“.) 

20 

図8， むき身重量と乾燥重量の関係

菊多浦沿岸のコタマガイ推定資源量

'" 

39 

調査時における菊多浦のコタマカ舎イを調査地点別d当りの密度と面積から推算すると表4に示す結

果となる。
表4. 調査地点目IJm"当りの密度と面積から推算した

コタマガイ推定資源量

区 分
m'当り平 均 生 息 量

漁場面積 推定資源量
個 教 数 量

1 ine 1 個
]13.8

9 200mX 100m 'r:ff 
2.276 Kg 19.3 

20，000 

2 40.1 212，7 20 I 000 5.454 

3 59.2 361.7 20，000 7，354 

4 2.8 14.3 20，000 286 

5 8.0 34.9 20，000 698 

6 7.0 34.~ 20，000 68' 

7 1.7 8.9 20.000 178 

計 140，000 16.930 

st イ 0.5 26.2 
IOOOmX250m 

6，550 
250，000 

ロ 203.7 1.120.0 250.000 280.000 

，、 164.9 907.0 務Z21gz 249，425 
215，000 

0.1 0.6 
800mX 3帥 m

1<< 
240.000 

ホ 0.1 0.6 240，000 1<< 

へ 27，5 140.2 
1000 mX 300 m 

42，060 
300，000 

ト 34.0 187.0 
IOOOmX200m 

200.000 / 37.400 
チ 0.1 0.6 200.000 1<< 

計 1. 955，000 615.867 

合 計 2，095.000 632，791 
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Duluryの方法により資源孟の偏村河

この海域の目別，漁獲量，操業隻数等の資料があれば、 υUI U r y 

能であるが、残念ながらこれらの記録がないので、生息密度と同積たら推算した。

コタ マ ガイ防分布で生息山勺;、千55詰;ziL22Lzr;30切'沿岸沖
この海域の推定総資源、量は 632，7'5l 1匂'(li){;) 0 '-

，867 1{9となり、沖合成の資源、量が大きいo
合海域推定資源量古が~ 615 α仰n~3cm)が主体であり、この小型貝が無制

f点:5ii己i己:?号;3?J忠;号i;出;f:::;::2;主;:::i2芯1?7円;叩i詰立な1τ合北託合批i:官;

7と::Tf;2:品、;L4Jr????エニL;L期待されることを漁麟業にどう結び

つτ:;ι:;弘誌;ニ;?τご之;よ二山キ村ガイの減少にともいなLい、、、 各地枇先と凶も放閥置さ抑れた悦ま抗州ま剖ル引

る。主孝字い県中以北では請戸，鹿島，新地等でで‘ホヅキガイの資源回復がみられ、また県南ではコタマカ

イの繁殖がみられる。 キガイは水深 5m以深の海域、そ
砂浜での二枚貝の生息はコタマヵーィは水深7m以浅の海域，ホツ

ーーなチョウセンハマグリがみられる。

;;;:::;三;;Li;品牛記;詰立;立思出f誌出2話:ヰ ;ニ;3宮出i笠担t?竺止T己よJぷ:
する。

要 約

; うう5う?t;;52774L::cztf:ぅ57;本55;tiiI;;;:;=
:ら;JL行われている地側、県北は磯部，県南岬，沼之内，勿来の四地先で仏

4. 漁獲量は残念ながらわからないが、推定で310トン?後がみられる。

5. ~~ì商のコタマガイの生息は水深川崎で潮時』も生息が大量に認、められる。

:Lら思;5拐部;手許;再;;三;ji正;1五正話i己正法i3主12i民i詰手4;ぷ詰;5;l;;;;i5i;主;j記記記日記五正記:iヨι:日?
8. 殻長と総重量の関係tはまW==0.2114勾6L一 ， 

る。
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